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３月３０日に福岡県リサイクル総合研究事業化センターの食品ロス削減共同研究プロジェクトの

継続審査会が行われ、無事に継続受託することができました。平成３０年度からは特例認定 NPO

法人アカツキさんをアドバイザーに加えプロジェクトを加速していきます。 

本プロジェクトでは、３カ年で福岡県内を網羅する広域型フードバンクシステムを構築すること

を目指しており、平成３０年度は２年目にあたります。（右下図参照） 

平成２９年度は、プロジェクトとして食品ロス削減目標７５トンに対し９５トンの取扱い、食品

提供企業数７５社の目標に対し８３社と目標を達成することができました。 

平成３０年度は、食品ロス削減１２０

トン、食品提供企業１００社という目標

の達成はもちろんのこと、「広域への基

盤整備」として、新たな拠点整備と持続

可能なフードバンクとするための運営資

金の確保に重点的に取り組みます。 

特に資金調達の面では、長期的な視野

の下に資金を集める仕組みづくりと短期

の資金調達を両立すべくファンドレイジ

ングを活用することとしています。 
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 フードドライブとは、英語で food「たべもの」と drive「運

動」で、「たべものを集める運動」という意味です。家庭にある

食品を学校や職場などに食品を集め、集めた食品をフードバンク

や福祉施設などに寄付する運動のことをいいます。おいしいラン

チを食べに車でドライブすることではないんですね。 

 3 月 16 日にはエフコープさん４店舗で場所をお借りして、同時

に回収活動を行いました。まだ耳慣れない活動ですが、「定期的

に実施して欲しい！」というお客様の声も聞かれ、これをきっか

けにして広がっていければと考えています。 

 また、地域づくりにも貢献できるのがフードドライブの魅力で

す。公民館や地域イベント等、皆さんの集いの場にどんどん取り

入れていただきたいです。 

 

 

 

 

 

寄付型の自動販売機をご存知ですか？ 

街中にある自動販売機ですが、寄付型のものは売上（販売手数料）の一部を指定する団体に寄付

する仕組みになっています。設置オーナーは振込みなどの手間が無く、購入者は気軽に社会貢献を

することができます。有名なところでは盲導犬協会さんやアビスパ福岡さんの自動販売機をよくみ

かけるかもしれません。 

フードバンク福岡でも大塚製薬さん、コカ・コーラウエストさんに仕組みを提供していただいて

います。今年４月にはエフコープ生協さんのご協力により県内のフードバンク３団体への寄付型自

動販売機が設置されました。 

 皆さんも街中で寄付型自販機をみかけたら

フードバンク福岡を問わず、寄付型の自動販

売機を選んで購入していただけたらうれしい

です。 

  

 

 

  

活動報告① フードドライブを実施しています 

活動報告② 寄付型自動販売機の設置が進んでいます 
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フードバンク福岡に集まった食品を活かす配送のお手伝いしていただいている行正さん、この

たびシングルマザーを支援するシェアハウス「ありがとうの家」をオープンされました。支援に

かける思い、フードバンクとのつながりについてお聞きしました。 

 

 

自分自身がシングルマザーになった時に、鬱病にもなっていて、凄くきついし孤独を感じてい

ました。子育てが出来なくていっぱいいっぱいになっていた時期があり、誰が居てくれたり、存

在があるだけで、嬉しかったり、助かったりすることを経験し、誰かがそばにいてくれて安心で

きる、そんな場をつくりたいと思いシェアハウスをはじめました。  

 

 

自分の経験も踏まえて、ひとりで何でもかんでも頑張り過ぎてしまって、笑顔が消えてしまう

ことがあるお母さんを見ると、きっと子供も笑顔になれないだろうなぁと想像してしまいます。

そんな親子をどんどん笑顔にしていきたいと思います。 頑張っているお母さんと一緒に伴走し

て、親子で描く夢に一歩でも近づくお手伝いが出来たらと思っています。 

 

 

フードバンク福岡の商品をひとり親家庭に配布させて頂いて、1 年半程になります。多くの家

庭がとても助かっていて、有難い存在だと感じています。これからも入居者の方も含めて、フー

ドバンクさんからの商品を通して、ひとり親の可処分所得が少しでも上がるように出来ていけた

らと思っています。 

 

 

太宰府市朱雀四丁目に完成した『ありがとうの家』。

シングルマザーの親子が自立できるまで、一緒に伴走し

てゆくお家になります。 西鉄二日市駅徒歩 10 分程の

場所にあり、買い物、病院、学校、仕事と自立への道の

りが比較的早くできる立地になっています。目の前に公

園もあり、子育て環境は抜群です。小さな困りごとでも

いいので、相談してもらう事で、ひとり親家庭が、一歩

進める場所になればと思います。 

 

シェアハウスにご興味のある方はフードバンク福岡の事

務局までお問い合わせください！ 

  

interview ありがとうの家 代表 行正奈央さん 

なぜシェアハウスを始めたられたのですか？  

 

シングルマザー支援にかける思いを教えて下さい。 

 

フードバンクはどのように役立っていますか？ 

 

シェアハウスについて紹介してください。 
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食品提供企業がこんなに増えました！ 

フードバンク福岡では、公益財団法人福岡

県リサイクル総合研究事業化センターの支援

のもと、食品提供企業の開拓を行っており、

平成３０年５月３１日現在で食品提供企業数

が７０社となっています。 

【平成２９年９月以降の新規提供企業の皆様】 

〇コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社様 

〇イカリソース株式会社様 

〇石井食品株式会社様 

〇九州太平寺商事株式会社様 

〇株式会社糸島みるくぷらんと様 

〇有限会社藤井食品販売様 

〇株式会社ライフサポート様 

〇株式会社久原本家グループ本社様 

〇九州ネクスト株式会社様 

〇福岡県様 

〇福岡県農業大学校様 

〇東福岡米穀協同組合様 

〇エフコープ生活協同組合様 

〇株式会社オーニシ様 

〇株式会社健翔様 

〇株式会社味の兵四郎 

〇福岡市農業協同組合様 

〇博多魚嘉様 

〇福岡県民共済生活協同組合様 

〇カルゲン製薬株式会社様 

〇株式会社ピエトロ様 

〇宮崎ファーミング有限会社様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フードバンク活動は無償で寄贈いただいた

食品を、必要とする方に無償で提供しており

ます。 活動自体で収益を上げることができな

いため、食品をお届けするための送料や運営

費などを寄付に頼らざるを得ません。ぜひ、

フードバンク福岡を継続的に支援するサポー

ターになって下さい！ 

お知らせ 

継続的な支援をお願いします 

  

発 行 日 平成３０年７月２０日 

発  行 フードバンク福岡 

事 務 局 〒811-1352 

福岡市南区鶴田４丁目４８－４          

TEL： 092-710-3205 

FAX： 092-710-3206 

E-mail： fbfukuoka@gmail.com 

HP：http://www.fbfukuoka.net/ 

平成２９年度食品取扱実績        
（H29.4.1～H30.3.31） 

受入企業数 ６３社（昨年度２８社）              
受入量   ４４ｔ（昨年度１３ｔ）        

募金箱が完成しました！  

募金箱を置いてくださる団体

様を募集しています。 

ご協力いただける方は、事務

局までご連絡ください。 

募金箱パートナーを募集しています！ 


